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Abstract 

A questionnaire survey was conducted on the relationship between body image and various factors among 

male and female students in A College and B Junior College in Aichi Prefecture. The ideal body shape according 

to the silhouette chart was "thin body type" for female students and "standard body type" for male students. 

The larger the differences between the male and female students’ actual and desired figures, the more negative 

their images of their figures, and the more strongly they desired to become thinner. The female students, in 

particular, had low self-esteem and restricted eating. It is suggested that guiding female students to healthy 

eating behavior through appropriate health and nutrition education may be able to stop young women from 

becoming emaciated, which could lead to future trouble. 
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Ⅰ. はじめに 

日本の若い女性における「やせ」の割合が高いこと

は，長年の健康課題となっている．若年女性のやせは，

月経不順や無月経の原因，骨密度の低下，低出生体重

児などのリスクファクターとなることが指摘されてい

る 1)．邱ら 2)は，若いころからの過度なダイエットや

厳しすぎる妊婦の体重管理などが低出生体重児出産の

リスクを高くするとし，若い女性のやせ志向について，

医療関係者による妊娠中の栄養指導や健康管理だけで

はなく，妊娠前の若年期からの食生活の改善・適正体

重の普及啓発，「健康な美しさ」の意識を保つ社会を構

築していくことの重要性について報告している．さら

に低出生体重児については，成人後に糖尿病や高血圧

などの生活習慣病を発症しやすいという報告もあり 3

～7），妊産婦のための食生活指針 8）では，妊娠前からの

バランスのよい食事と適正な体重を目ざすことを明記

している．しかしながら，現在や将来の健康に関する

危機感が希薄な若年期では，魅力的な容姿の獲得や自
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己満足等のために細身の身体を手に入れる努力を行っ

ているのが現状であり 9），深刻な社会問題となってい

る． 

若年女性におけるやせの増加傾向には，痩身願望が

影響していることが報告されている．間瀬ら 10）は日本

人若年女性の 90％以上が痩身願望を持っており，約

70％がダイエット経験を有していると報告している．

痩身願望が強くなる原因としては，マスメディア，ダ

イエット産業などの影響により，やせていることは良

いことであり，美しさや自己管理能力の基準となる社

会的風潮がある 11）．また，やせてオシャレをすること

で自分に自信を持つことができ，他人が好意を持って

くれるようになるといった期待感からも痩身願望が強

くなると考えられている 12）．さらに，平成 27 年の国

民健康・栄養調査結果 13）によると，20 歳以上の性別，

年齢階級別におけるやせの者の割合は，男女とも 20歳

代が最も高くなっており，最近では男性向けのエステ

やダイエットの情報が増える等，やせることを良いと

する文化が男性社会にも生じていることが推測されて

いる 14）．  

ボディイメージに関連する種々の要因に関する先行

研究では，ボディイメージと痩身願望の他に自尊感情

や食行動との関連も報告されている．Park ら 15）は

悪しきボディイメージと自尊感情の低下は同時発生的

であるとしている．田崎 16）は，女子学生において，

BMI が高いほど痩身願望が強まり，食事を抑制する

傾向が強くなるとしている．さらに，抑制的摂食傾向

は，神経性無食欲症の発症と関連していると報告して

いる．森ら 11）も，摂食障害の可能性のある女子はボ

ディイメージに対する不満が強く，摂食障害の可能性

には，体型に対する不満や理想の体型が関連すると報

告している． 

また，教育・社会心理学の分野ではボディイメージ

と痩身願望・自尊感情等との関連についての報告が多

く，栄養の分野ではボディイメージと食生活や栄養摂

取状況，ダイエットに関する報告が多い等，教育・社

会心理学と栄養の分野を総合して検討した報告はほと

んどみられない．一方，男子における痩身願望，自尊

感情についての研究報告は少なく，食行動における報

告はさらに少ない．そして，男女におけるボディイメ

ージと性格特性や健康観・ヘルス・リテラシーに関し

て検討した報告もほとんど見られないのが現状である． 

以上の背景を踏まえ，本研究では，大学生男女にお

けるボディイメージと関連要因について検討し，現在

および将来の良好な健康状態を目指した健康・栄養教

育の基礎資料とすることを目的とした． 

 

Ⅱ. 研究方法  

1. 調査対象者および調査期間 

愛知県内の A 大学および B 短期大学に在籍してい

る男女大学生で，調査に協力が得られ，記入漏れ等不

備がない男性 107 名，女性 401 名，計 508 名を対象と

した．調査は 2017 年 4 月に実施した． 

2. 調査方法 

調査は，無記名自己記入式アンケートにより実施し

た． 

3. 調査内容 

 アンケート調査票の内容を以下に示した． 

1) 対象者の属性 

性別，年齢，学年，所属，身長，体重を記述させた． 

2) ボディイメージ  

Thompson＆Gray 17）が作成した男女別のシルエッ

トチャート（図 1）を用いた．やせた体型から順番に

①～⑨の番号を記し，「自分の体型に近いシルエット」，

「理想体型のシルエット」の番号を選択させた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図 1．シルエットチャート（Tompson & Gray） 

 

3) 身体に関する不満や不安 

(1) 身長・体重・身体に関する意識 

遠藤ら 18）が日本人向けに検討した尺度（BIQ）を 

用いた．合計得点が高いほど，自己の身体に関して良

いイメージを持っていることを示す． 

(2) 痩身願望 

馬場ら 19）が作成した痩身願望尺度を用いた．合計得 

点が高いほど，やせたい意識が高いことを示す． 

(3) 身体不満足度 

中原ら 20）が作成した身体不満足度尺度を用いた．合

計得点が高いほど，身体不満足度が高いことを示す． 

(4) 体型に関するメリット感・デメリット感 

浦上ら 21）が作成した体型に関するメリット感・デメ

リット感尺度を用いた．合計得点が高いほど，メリッ

ト感およびデメリット感が高いことを示す． 

(5) 社会的体格不安 

磯貝ら 22）が翻訳・修正した尺度（SPAS）を用いた．
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合計得点が高いほど，社会的体格不安が大きいことを

示す． 

4) 自尊と性格 

(1) 自尊感情 

Rosenberg によって作成され，今田ら 23）が表記を

一部変更した自尊感情尺度を用いた．合計得点が高い

ほど，自尊心が高いことを示す． 

(2) 性格 

並川ら 24）による Big Five 尺度短縮版を用いた．こ

の尺度は，すべての人に共通して表すことができる 5

つの特性として，誠実性，外向性，調和性，情緒不安

定性，開放性を示す． 

5) 食行動と健康観 

(1) 食行動 

馬場ら 25）が日本語に翻訳した EAT-26 尺度を用い

た．本研究では，対象者の大部分が健常者であると予

想されるため，Wells et al.26）が提唱したように，素点

をそのまま分析に使用した． 

(2) ヘルス・リテラシー 

宮本ら 27）が作成したヘルス・リテラシー尺度を用い

た．合計得点が高いほど健康に関する理解力および応

用力が高いことを示す． 

4. 分析方法 

対象者の属性については単純集計を行った．また，

身長・体重から BMI を算出し，18.5 未満を「やせ体

型群」，18.5 以上 25 未満を「標準体型群」，25 以上を

「肥満体型群」とした．また，それに対応させるよう

にシルエットチャートの番号①～③を BMI 区分の「や

せ体型群」，④～⑥を「標準体型群」，⑦～⑨を「肥満

体型群」とした． 体型に関するメリット感・デメリッ

ト感尺度，EAT26，ヘルス・リテラシー尺度について

は，それぞれ因子分析を行った． 

3 つの体型区分と各尺度との関連については，正規

性の検定後に一元配置分散分析あるいは Kruskal-

Wallis の H 検定を行った． 

解析には IBM SPSS statistics ver.24 を用いた．危 

険率 5％以下を有意水準とした． 

5. 倫理的配慮 

調査対象者には，得られたアンケート結果はコンピ

ュータによって統計処理及び解析を行うこと，個人を

特定できないよう統計処理を行うこと，また，回答を

途中で中止しても不利益を被ることはない旨を文書と

口頭で説明し，同意を得た者に対して調査を行った． 

なお，本研究はヒトを対象としたヘルシンキ宣言の精

神に則って実施した． 

 

Ⅲ. 結果  

１．対象者の属性 

女子は，大学生 190 名，短大生 211 名，合計 401 名，

男子は，大学生 107 名であった．対象者の身長，体重

および BMI は 19歳男女の全国平均とほぼ同様な体型

であった 28）． 

対象者の BMI を 3 区分に分類した割合は，女子で

は，「やせ体型群」20.7％，「標準体型群」70.3％，「肥

満体型群」9.0％であり，男子では，それぞれ 16.8％，

68.2％，15.0％であった． 

2. ボディイメージ 

1）理想体型 

シルエットチャートを用いて「理想体型の番号」を 

選択させた結果，女子では，全体の平均値は 3.7 であ

り，やせ体型を理想体型としていた．実際の BMI 区分

でみると，「やせ体型群」では 3.2，「標準体型群」では

3.7，「肥満体型群」では 4.5 であり，「標準体型群」お

よび「肥満体型群」では，実際の体型よりもやせた体

型を理想体型としていた．男子については，全体の平

均値が 5.3 であり，標準体型を理想体型としていた．

「やせ体型群」では 5.3，「標準体型群」では 5.2，「肥

満体型群」では 5.9 と，どの体型群でも標準体型を理

想体型としていた． 

2）自分の体型と理想体型との差 

シルエットチャートから選択した「自分の体型に近

いシルエット番号」から「理想体型のシルエット番

号」を差し引いた「理想体型との差」について検討し

た．この値が０であれば自分の体型に満足している，

プラスの値を示していれば今の体型よりやせることが

魅力的だと考えていると解釈した．また，マイナスの

値を示していれば今の体型より肥ることが魅力的だと

考えていると解釈した．さらに，プラスの値を示した

場合については，値の大きさによって女子では「1

群」～「4 群」，男子では「1 群」～「2 群」に区分し

た． 

女子における自分の体型と理想体型との差は，やせ

たい者が全体の 80％を超えているのに対し，肥りたい

者，このままでよい者は，それぞれ 10％未満と少なか

った．男子では女子とは異なり，肥りたい者，やせた

い者はどちらも約 36％であり，このままでよい者は約

27％であった． 

3. 体型意識と種々の要因との関連 

1) 因子分析 

(1) メリット感・デメリット感尺度 

主因子法・プロマックス回転により因子分析を行い，

3 つの下位尺度因子を採用した．各下位尺度因子の

Cronbach の α 係数は 0.718～0.920 であった．第 1 因

子からそれぞれ「デメリット感」「自己視点メリット感」，

「他者視点メリット感」と命名した． 

(2) EAT-26 尺度 
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主因子法・プロマックス回転により因子分析を行い，

3 つの下位尺度因子を採用した．各下位尺度因子の

Cronbach の α 係数は 0.745～0.855 であった．第 1 因

子からそれぞれ「摂食制限」「大食と食事支配」「食べ

ることへの社会的圧力と嘔吐」と命名した． 

(3) ヘルス・リテラシー尺度 

主因子法・プロマックス回転により因子分析を行い，

2 つの下位尺度因子を採用した．各下位尺度因子の

Cronbach の α 係数は 0.793，0824 であった．第 1 因

子からそれぞれ「健康情報の理解」「健康情報の活用」

と命名した． 

2）BMI 区分との関連 

(1) BMI 区分と「身体に関する不満や不安」の関連 

男女における BMI 区分と「身体に関する不満や不

安」との関連を表１に示した． 

女子では，「身体に関する不満や不安」を表す 5 つ

の尺度のすべてにおいて BMI 区分の３群間に有意差

が認められた．BIQ は，「やせ体型群」次いで「標準

体型群」「肥満体型群」の順に有意に高く，やせてい

る者は自分の体型に良いイメージを持っていた．痩身

願望，身体不満足度，自己視点メリット，他者視点メ

リットは「標準体型群」「肥満体型群」が「やせ体型

群」より有意に高く，やせている者は自分の体型に関

する不満が少なく，痩身願望も低かった．また，デメ

リット感，社会的体格不安は，「やせ体型群」次いで

「標準体型群」「肥満体型群」の順に有意に低く，や

せている者は自分の体型に関するデメリット感や他人

が自分の体型をどのように観察しているのか不安に思

う程度が低かった． 

男子では，身体不満足度を除くすべてにおいて BMI

区分の 3 群間に有意差が認められた．BIQ は，女子と

同様に「やせ体型群」が最も高く，次いで「標準体型

群」「肥満体型群」の順に有意に高かった．痩身願望，

自己視点メリット感，他者視点メリット感は，「肥満

体型群」が最も高く，次いで「標準体型群」「やせ体

型群」の順に有意に高かった．また，デメリット感，

社会的体格不安では，「標準体型群」と「肥満体型群」

においてのみ有意差が認められ「肥満体型群」は「標

準体型群」より自分の体型に関するデメリット感や不

安が高かった． 

（2）BMI 区分と「自尊・性格」との関連 

女子では，自尊感情や各性格特性において，BMI 区

分の 3 群間にほとんど有意差は認められなかった．男

子では，性格特性の誠実性において「肥満体型群」と

「やせ体型群」に有意差が認められ，「肥満体型群」の

誠実性が高かった． 

（3) BMI 区分と「食行動・健康観」との関連 

男女における BMI 区分と「食行動・健康観」との関

連を表 2 に示した． 

女子では，食行動の下位尺度因子すべてにおいて，

BMI 区分の 2 群間に有意差が認められた．摂食制限

は，「標準体型群」が「やせ体型群」より有意に高く，

「標準体型群」の方が摂食制限をしていた．大食と食

事支配は，「標準体型群」「肥満体型群」が「やせ体型

群」より有意に高く，「標準体型群」，「肥満体型群」の

方が食べ物に振り回されていた．食べることへの社会

的圧力と嘔吐は，「やせ体型群」が「標準体型群」「肥

満体型群」より有意に高く，「やせ体型群」は，食べる

ことに関して他の人からの圧力を感じていた． 

ヘルス・リテラシーについては，健康情報の活用の

みに有意差が認められ，「肥満体型群」が「標準体型群」

より有意に高く，健康情報を活用する力を持っていた． 

男子では，食行動において，大食と食事支配，食べ

ることへの社会的圧力と嘔吐に有意差が認められた．

大食と食事支配は，「肥満体型群」が「やせ体型群」「標

準体型群」より有意に高く，「肥満体型群」の方が食べ

物に振り回されていた．食べることへの社会的圧力と

嘔吐は，女子と同様に，「やせ体型群」が「標準体型群」

「肥満体型群」より有意に高かった． 

健康観は，体調において有意差が認められ，「標準体 

型群」は「やせ体型群」より体調が良いと感じていた．

また，ヘルス・リテラシーについては，2 つの下位尺

度因子とも BMI 区分の 3 群間に有意差は認められな

かった． 

3) 理想体型との差との関連 

(1) 理想体型との差と「身体に関する不満や不安」との

関連 

女子における理想体型との差と「身体に関する不満

や不安」との関連を表 3，男子については表 4 に示し

た． 

女子では，「身体に関する不満や不安」のすべてにお 

いて，「0 群」～「4 群」間に有意差が認められた．BIQ

については，「0 群」が最も高く，理想体型との差が大

きくなるほど自分の体型に関するイメージが低かった．

一方，痩身願望については，「4 群」が最も高く，理想

との差が大きくなるほど痩身願望が高かった．身体不

満足度，体型に関するメリット感・デメリット感の下

位尺度因子であるデメリット感，自己視点メリット感，

他社視点メリット感，社会的体格不安についても「4 群」

が最も高く，理想との差が大きくなるほど自分の体型

に関する不満感や不安感等が高かった． 

男子では，他者視点メリット感を除くすべてにおい

て「0 群」～「2 群」間に有意差が認められた．BIQ に

ついては，「0 群」が最も高く，理想との差がある者は

自分の体型に関するイメージが低かった．一方，痩身

願望，デメリット感，自己視点メリット感，社会的体



原著 

45 

（M ± SD)

やせ体型 標準体型 肥満体型

（L）群 （M）群 （H）群

（n=83) (n=282) (n=36)

女子

　食行動

　　　摂食制限 17.9±8.3 20.1±8.0 20.6±7.4 ** L群＜M群

　　　大食と食事支配 15.1±6.7 20.6±7.7 22.2±8.6 ** L群＜M群，H群

　　　食べることへの社会的圧力と嘔吐 10.5±4.2 8.1±3.4 7.6±2.7 ** L群＞M群，H群

　健康観

　　　意欲 25.4±5.4 26.7±5.5 25.3±5.5 n.s.

　　　体調 13.1±3.6 13.4±3.2 13.3±3.9 n.s.

　ヘルス・リテラシー

　　　健康情報の理解 21.6±4.8 21.6±5.6 23.5±4.4 n.s.

　　　健康情報の活用 28.7±6.1 28.5±7.3 31.6±6.2 * M群＜H群

男子

　食行動

　　　摂食制限 17.6±7.2 18.5±8.7 21.3±8.5 n.s.

　　　大食と食事支配 13.6±6.0 14.7±7.3 19.4±6.7 * L群，M群＜H群

　　　食べることへの社会的圧力と嘔吐 15.9±5.8 9.3±4.7 9.8±6.4 ** L群＞M群，H群

　健康観

　　　意欲 26.0±4.3 29.2±5.0 27.3±5.2 †

　　　体調 12.6±2.9 14.6±3.3 13.4±2.1 * L群＜M群

　ヘルス・リテラシー

　　　健康情報の理解 18.5±3.9 20.6±5.5 20.4±3.8 n.s.

　　　健康情報の活用 13.4±4.3 26.0±7.8 30.3±4.2 n.s.

   †p＜0.10  *ｐ＜0.05、**ｐ＜0.01、n.s＝not significant

項目

BMI区分

有意差 多重比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M ± SD)

やせ体型 標準体型   肥満体型

（L）群 （M）群 （H）群

（n=83) (n=282)   　(n=36)

女子

　身長・体重・身体に関する意識 49.7 ±  5.9   43.7 ± 4.9 41.0 ± 4.5 ** L群＞M群＞H群

　痩身願望 26.0 ± 12.3   38.0 ± 9.1 40.0 ± 8.7 ** L群＜M群，H群

　身体不満足度 23.2 ±  5.4   26.8 ± 4.8 28.6 ± 5.1 ** L群＜M群，H群

　体型に関するメリット感・デメリット感

　　　デメリット感 11.8 ±  5.5   14.9 ± 4.7 17.1 ± 4.3 ** L群＜M群＜H群

　　　自己視点メリット感   9.7 ±  4.2   14.3 ± 3.2 15.2 ± 3.5 ** L群＜M群，H群

　　　他者視点メリット感   4.2 ±  2.2     5.5 ± 1.9  5.8 ± 2.1 ** L群＜M群，H群

　社会的体格不安 30.8 ±  5.4   36.3 ± 5.4 38.9 ± 6.0 ** L群＜M群＜H群

男子

　身長・体重・身体に関する意識 52.9 ±  4.5   49.8 ± 5.1 44.4 ± 3.6 ** Ｌ群＞Ｍ群＞Ｈ群

　痩身願望 15.3 ±  5.2   22.6 ±10.8 30.6 ± 9.8 ** Ｌ群＜Ｍ群＜Ｈ群

　身体不満足度 22.9 ±  5.3   23.2 ± 4.4 25.8 ± 5.5 n.s.

　体型に関するメリット感・デメリット感

　　デメリット感 12.2 ±  5.1   11.5 ± 5.2 15.0 ± 5.2 * Ｍ群＜Ｈ群

　　自己視点メリット感   5.6 ±  2.6     9.6 ± 4.7 12.8 ± 3.1 ** Ｌ群＜Ｍ群＜Ｈ群

　　他者視点メリット感   2.8 ±  1.2     4.1 ± 2.0   5.7 ± 1.8 ** Ｌ群＜Ｍ群＜Ｈ群

　社会的体格不安 29.0 ±  5.8   28.7 ± 5.7 32.7 ± 6.6 * Ｍ群＜Ｈ群

       *ｐ＜0.05、**ｐ＜0.01、n.s＝not significant

項目

BMI区分

有意差   多重比較

格不安については，いずれも「2 群」が「0 群」より有

意に高く，自分の体型に関する不満感や不安感等が高

かった．身体不満足度につては，「2 群」が「1 群」よ

り，「1 群」が「0 群」より有意に高く，理想体型との

差が大きくなるほど不満感が高かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）理想体型との差と「自尊・性格」との関連 

女子では，自尊感情のみに有意差が認められ，理想

との差が一番大きい「4 群」は，「0 群」，「1 群」より

有意に低かった．男子では，自尊感情や各性格特性に

おいて，有意差は認められなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 男女における BMI 区分と「身体に関する不満や不安」との関連 

表 2 男女における BMI 区分と「食行動・健康観」との関連 
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（M±SD)

0群 1群 2群 3群 4群

（n=33) (n=91) (n=111) (n=88) (n=50)

身長・体重・身体に関する意識 49.7±5.5 46.3±4.7 44.2±4.3 41.8±4.6 40.2±5.2 ** 0群＞1群＞2群＞3,4群

痩身願望 24.9±9.7 33.9±9.3 37.6±8.2 40.2±8.4 44.2±6.5 ** 0群＜1群＜2,3群＜4群

0群＜2群＜3群＜4群

1群＜2群＜3群＜4群

体型に関するメリット感・デメリット感

　　デメリット感 11.8±4.2 13.3±5.0 14.6±4.5 16.0±4.7 17.6±4.9 ** 0群＜2,3,4群　1群＜3,4群

    自己視点メリット感 9.7±3.5 12.9±3.2 14.3±3.2 15.0±3.0 15.9±3.3 ** 0群＜1群＜2,3群＜4群

　　他者視点メリット感 4.4±4.7 5.1±1.8 5.4±2.1 5.8±2.0 5.9±2.1 ** 0群＜3,4群

社会的体格不安 29.8±5.5 33.4±5.0 35.4±4.4 38.0±5.8 40.8±4.8 ** 0群＜1群＜2群＜3,4群

    **ｐ＜0.01

**

項目

　理想体型との差

有意差 　　　多重比較

身体不満足度 21.5±5.0 24.3±4.4 26.0±4.4 28.5±4.6 31.0±4.3

（3）理想体型との差と「食行動・健康観」との関連 

女子では，食行動の摂食制限および大食と食事支配

に有意差が認められた．摂食制限については，「0 群」

は「3 群」，「4 群」より低く，「1 群」，「2 群」は「4 群」 

より低かった．大食と食事支配については，「0 群」と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 考察 

1. 理想体型について 

 シルエットチャートによる理想体型番号について，

女子全体の平均値は 3.7 であり，「やせ体型」を示した．

男子全体の平均値は「標準体型」である 5.3 であり，

男女間において理想とする体型に違いが認められた．

國本ら 29）が全国 14 大学に在籍する大学生男女に行っ

た調査では，自分の BMI と理想のシルエット値から

現在のシルエット値を引いた値（「理想不満度」）との

関連は男女で異なり，女性の多くが 18.5 未満を理想と

していた．また，藤沢 30）の調査結果では，女子学生の

理想の BMI はやせ体型であった．一方，男女の違いに

ついて，水村ら 31）の調査では，男子大学生が理想とす

る体型は女子とは異なり，標準体型に近かったと報告 

している．また，福田ら 32）は大学生男女における理想 

「1 群」，「3 群」と「４群」の間に有意差は認められな

かったが，理想との差が大きくなるほど高くなった． 

男子では，食行動の大食と食事支配のみに有意差が認

められ，「0 群」，「1 群」より「2 群」が高かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体型について，男性は現在の体型より平均値モデルに

近いシルエットを示し，女性は現在の体型より数字の

小さいシルエットを示すと報告している．本研究の男

女における結果は，これらの報告と一致しており，女

子学生がやせ体型を理想とする原因として，國本ら 29）

が指摘しているように，メディアや他者の視線の影響

を大きく受けている可能性が考えられる． 

 男女の理想体型を体型群別にみると，女子では体型 

群による理想体型にほとんど差はなく，どの体型群で 

も「やせ体型」を理想とし，細身の方が魅力的だとい

う共通認識を持っていることが認められた．一方，男 

子も体型群による理想体型の違いはほとんどみられな

かったが，女子とは異なり，どの体型群も「標準体型」

を理想としていた．鍋谷ら 33）は，女子学生にシルエッ

トチャートから自分の体型および理想体型に当てはま 

表 3 女子における理想体型との差と「身体に関する不満や不安」との関連 

表 4 男子における理想体型との差と「身体に関する不満や不安」との関連 

（M±SD)

0群 1群 2群

（n=29) (n=21) (n=18)

身長・体重・身体に関する意識 51.9±5.2 46.8±4.2 44.5±4.7 ** 0群＞1,2群

痩身願望 21.6±9.7 28.8±10.9 31.8±9.1 ** 0群＜2群

身体不満足度 20.8±3.4 23.7±3.9 28.3±4.4 ** 0群＜1群＜2群

体型に関するメリット感・デメリット感

　　デメリット感 10.3±4.0 13.1±5.4 14.1±6.0 * 0群＜2群

　　自己視点メリット感 9.2±3.8 12.1±4.0 14.1±3.8 ** 0群＜2群

　　他者視点メリット感 4.2±1.6 5.4±2.1 5.3±2.2 n.s.

社会的体格不安 26.5±4.5 31.1±5.8 34.2±6.3 ** 0群＜2群

 *p＜0.05   **ｐ＜0.01

　理想体型との差

有意差 多重比較項目
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る番号を選択させた．その結果，理想体型の値は自ら

の体型の大小にあまり影響を受けておらず，理想体型

はやせ型の BMI 値に収まる傾向が示されたと報告し

ており，本研究の結果もこれを支持していた． 

シルエットチャートを用いた自分の認識している体

型と理想体型との差について，女子では，プラス群（や

せたい）の者が 80％を超え，マイナス群（肥りたい）

の者や 0 群（このままでよい）の者は少なかった．間

瀬ら 10）は，女子学生を対象に理想体型について調査し

た結果，90％以上の者が「やせたい」と回答し，その

理由として，全体の約 80％が「きれいになりたいから」

と回答したと報告している．また，藤沢ら 30）も理想体

型について調査した結果，「やせたい」と思う者が 92％，

「このままでよい」と思うものは 8％であり，女子大

学生のやせ願望が高いことを報告している．本研究の

結果はこれらの報告とほぼ一致しており，やせ願望が

高い理由としては，前述したようにメディアや他者の

視線の影響を受けている可能性が考えられる． 

一方，男子では，マイナス群（肥りたい），プラス群

（やせたい）の者はどちらも 36％であり 0 群（このま

までよい）の者は約 27％であった．本研究の対象者の 

平均 BMI は男子の方がやや高く，それにもかかわら

ず，やせたいとする男子の割合が女子の半分以下であ

ったことから，男子は女子より痩身願望が低いことが

推察される．また，シルエットチャートの番号から理

想との差を調べた結果，女子の方が男子よりも自分の

認識している体型と理想の体型の差が大きいことが認

められた．水村ら 31）は，女子大学生の理想体重は

46.3±4.3 ㎏，男子大学生の理想体重は 62.5±8.1 ㎏で

あり，この体重は，女子では現在の体重から

10.0±7.4％低い値，男子では 1.9±8.2％低い値であり，

女子のほうが有意に理想体重と実体重との差が大きい

ことを報告している．この報告は本研究の結果と同様

であり，女子は男子に比べてボディイメージの歪みが

大きく，その背景には，社会的・心理的要因の影響が

強くあることが示唆される． 

2．体型区分と種々の要因との関連について 

BMI を 3 区分に分類し，区分別に体型意識と種々の

要因との関連について検討した．その結果，BIQ は，

男女とも「やせ体型群」次いで「標準体型群」「肥満体

型群」の順に有意に高く，やせている者は自分の体型

に良いイメージを持ち，どの体型群においても男子は

女子よりボディイメージが良いことが認められた． 

痩身願望は，男女とも BIQ の高い「やせ体型群」は

他の体型群より有意に低く，BIQ が最も低い「肥満体

型群」は痩身願望が有意に高かった．また，どの体型

群においても女子の方が男子より痩身願望が高いこと

も認められた．冨永ら 12）の調査結果では，男女とも

BMI が高い学生ほど自己の体に対して否定的なイメ

ージを持ち，男子は女子より肯定的なイメージを持つ

傾向にあると報告しており，本研究の結果もこれを支

持していた．また，身体不満足度について，「やせ体型

群」女子は，他の体型群と比較して体型に関する不満

が少ないことが認められた． 

一方，男子は 3 群間に有意差は認めらなかったこと

から，「肥満体型群」であっても，自分の体型を素直に

受け入れ，不満に思うことが少ないことが考えられる．

また，いずれの体型群においても男子の方が女子より

自分の体型に関する不満が少ないことが認められた．

國本ら 29)は，やせている群の女子は体型に関する不満

が最も低く，BMI が高くなるに従い不満度が高くなっ

たと報告しており，本研究の結果もほぼ一致していた． 

女子の痩身願望や身体不満足度が男子より高いこと

の原因としては，鈴木 34）が報告しているように，女子

の理想体型が極めてやせた体型であり，その理想を基

準として現在の体型を評価し，そこでの反応が身体不

満足度や痩身願望などに関連している可能性が示唆さ

れる． 

体型に関するメリット感・デメリット感および社会

的体格不安について，女子では「やせ体型群」が自分

の体型に関するデメリット感や他人が自分の体型をど

のように観察しているのか不安に思う程度が低いこと

が認められた．馬場ら 19）は，女性の痩身願望を幸福獲 

得手段として位置づけ，「女性としての魅力をアピール

したい」という自己顕示欲性の高さに BMI が高いと

いう要因が加わる時，痩身が顕示欲を満足させるため

の手段としての意味が強まり，「今より痩せれば良いこ

とがある」といった痩身によるメリット感が高まって 

痩身願望に結びつくことを指摘している．本研究でも，

やせ体型群では，痩身であることでメリット感を得て

いることから，現体型のデメリット感が低く，社会的

不安が低いことに繋がっていることが推察される． 

一方，男子においても「やせ体型群」は，やせるこ

とのメリット感が他の体型群より低かったが，「標準体

型群」より現体型のデメリット感が高く，さらにその

得点は，「やせ体型群」女子よりも高かった．この結果

から，やせている男子は，男女におけるすべての体型

群の中で，自分の体型に関して最も良いイメージを持

っている一方で，自分の体型に関するデメリット感も

持ち合わせていることが認められた．浦上ら 21）の調査

結果では，男子にとっての痩身はただ単に体をスリム

にすることとは異なり，筋肉がありかつ細身の身体を

よしとする可能性を提示している．前述したように男

子学生の理想の体型が標準体型であることから，「やせ

体型群」男子は，自分の身体が細身であることには満

足していても筋肉の有無によりデメリット感を持ち合
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わせていることが推察される． 

自尊感情や性格特性において，田崎 16）は，女子学生

では，BMI が高いほど痩身願望が強まり，痩身願望の

強いものは自尊心が低く，心理的安定感が低いと報告

している．本研究では，女子は BMI が高いほど痩身願

望は高いが，自尊感情や性格特性は BMI の 3 群間に

ほとんど有意差はなく，自分の実際の体型と自尊感情

や性格特性には関連がないことが認められた． 

一方，男子では，性格特性の誠実性が「肥満体型群」

において有意に高く，その得点は，男女におけるすべ

ての体型群の中で最も高かった．自分の体型に不満や

不安等を持ち，良いイメージを持っていないことが認

められている「肥満体型群」の男子は，責任感や勤勉

性があり真面目な基質といわれる誠実性でデメリット

感をカバーしようとしていることが推察される． 

食行動において，女子では「標準体型群」の方が「や

せ体型群」よりエネルギー摂取やダイエット食を食べ

る等の摂食制限をしていた．冨永ら 12）はやせ群は他の

群より有意に摂食の抑制が低い．田崎 16）も，女子学生

では，BMI が高いほど食事を抑制する傾向が強くなる

と，本研究とほぼ同様な結果を報告している．また，

大食と食事支配については，男女とも「肥満体型群」

が最も高く，肥っている者ほど食べ物に振り回され，

女子の方が無茶食いや食べた後の罪悪感等，食べ物に

支配されていることが認められた．坂東ら 35）が指摘す

るように，女子は男子に比べてエネルギー摂取や食事

制限，ダイエットなどに対する意識が過敏で，食べる

ことに対する罪悪感や強迫観念といった偏った食意識

も強いことが成因として推察される．食べることへの

社会的圧力と嘔吐は，男女とも「やせ体型群」が他の

人からの圧力を感じ，特に，男子の方が女子より他人

からの圧力を感じていることが認められた．食べるこ

とについて，女子よりも男子の方が人の目を敏感に感

じ取る生物学的性差による影響が示唆されており 35），

本研究も同様な影響による可能性が考えられる． 

健康観について，女子では，BMI は物事に対する意

欲や体調の良し悪しには関連がなく，男子では，「標準

体型群」は「やせ体型群」より体調が良いと感じてい

た．冨永ら 12）は，男女ともやせや肥満である学生ほど

健康的でないと認識していることを明らかにしており，

本研究における男子の結果を支持していた．女子では，

やせや肥満でも自分の健康に関する認識が低い可能性

が推察される． 

ヘルス・リテラシーについて，女子では，肥ってい

る者の方が栄養や体調等，健康に関する知識に興味を

持ち，活用していることから，女子の方が男子より健

康情報に興味や関心を持っていることが認められた．

水村ら 31）も，女子学生は男子学生に比べ，食行動や食

品のエネルギー量に関する意識が高く，健康に関する

知識も高いと本研究と同様な結果を報告している．こ

れは，女子学生の理想体型がやせ体型であることより，

そこから生じる痩身願望の強さが健康に関する知識を

高めることとの関係が示唆される． 

3．理想体型との差との関連について 

身体に関する不満や不安について，女子では，自分

の認識している体型と理想体型との差が大きくなるほ

ど自分の体型に関するイメージが悪く，体型に関する

不満が高くなることが認められた．鈴木 20）は女性にお

いては理想体型と比較して現在の体型を評価し，そこ 

で生じた体型不満が痩身願望の原因になっていると指

摘しており，本研究でも同様に，理想体型との比較に

より現体型にデメリット感を持ち，他人からの視線に

不安を感じ，それが，痩身願望に繋がることが推測さ

れる． 

男子も女子と同様に，理想体型との差が大きくなる

ほど自分の体型に関するイメージが悪く，体型に関す

る不満感や不安感等が高かった．しかし，女子と異な

り他者視点メリット感には関連がないことが認められ

た．男子は，理想体型との差が大きくなり，痩身願望

が高くなっても，痩せていることが他人から信頼され

たり，好意を得られることと関係するとは考えていな

いことが推察される． 

自尊・性格について，女子では，理想体型との差が

一番大きい「4 群」は，他の群より自尊感情が低かっ

た．この結果は，自尊感情が低いほど痩身願望が高く 

なるという先行研究を支持するものであった．一方，

男子では理想体型との差と自尊感情および性格特性に 

おいて有意差は認められなかった．田崎 16）は，女子学

生では，BMI が高いほど痩身願望が強まり，痩身願望

の強い者は自尊心が低く，心理的安定感が低いが，男

子学生では痩身願望と自尊感情や特性不安に関連は見

られなかったと報告しており，本研究もこれを支持し

ていた．   

食行動について，女子では，理想体型との差が大き

い「4 群」は他の群よりエネルギー制限をするなどの

摂食制限をしており，また，男女とも理想体型との差

が大きくなるほど，食べ物に振り回されていることが

認められた．理想体型との差が大きいと，男女とも理

想体型に近づくために実際に摂食制限などに至る食行

動を実施する可能性が高いことが示唆される. 

 

Ⅴ. まとめ 

理想体型は，女子はやせ体型，男子は標準体型であ

ることが認められた．特に女子においては，実際の体

型と理想体型との差が痩身願望，自尊感情，さらに食

行動や健康観にも影響を与えていることが示唆される． 
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以上のことから，今後，特に女子学生における適切

な健康・栄養教育の充実が，喫緊に取り組む課題とし

て明確にされた．健康・栄養教育により食行動を健全

に導くことが，将来に禍根を残す若い女性のやせに歯

止めをかける可能性が示唆される． 
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